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TＡＧ熱水マウンドの潮汐に同期した活動

―OBSH による観測結果－

西澤あずさ 藤 利典‘1 笠原 湎゛゛l 藤岡換太郎゛3

大西洋中央海嶺上に存在するＴＡＧ熱水マウンドは，深さ約3,600mに世界でも最大観膜の

熱水噴 出7し弉 を持 つ，高 さ70rｓ 吐径250m 程 度の小 丘であ る．熱 水活動 に関 連し た地 逕活 動の

性 質 を と らえ る ために. ＴＡＧ 熱 水マ ウン ドにお い てハ イドロフ ォｙ 付 き海底 地震 針を 用い た

約 １週問 の観 測を 行っ た． マウ ンド巾 央 より約1SOm 離れ た愚 初の 海底地 震叶 設置 点 では 全く

観 測 され なか った が，潜 水 制立船 に より マウ ンド上 のブ ラ ックス モーカ ーぽr卜に 両設 訟亂 周

朗 １分以 卜の 低川 波（圧 力 ）変 助が ハ イドロフ ォ ンの記 録の みに 貎jンれるよ うに なっ た．こ の

活 動 は， は4ｒ129 卵l 周 期 でiS発 に なり，海 洋潮 汐に より 海而 か低 く なる時聞に対 応し てい るこ

とが わか った. この ほか. 地 震計 の記 録に はご く近 傍で 生じ たと考 えら れるS 一P 畔間 １秒以 内

の 極微 小丿血震 が存在 し, TAG マ ウン ドの地 震活如 を特 徴づけ てい る．
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Tide  Related Activity Observed  by OBSH
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１ ． は じ め に

大 西 洋 中 央 海 嶺 軸 中 心 か ら 訓km 東 水 深 約3,6 叭)ｍ の

地 点 に ， 世 界 で も最 大 規模 の 熱 水 噴 出 孔 群 を侍 つ ， 高 さ

70m ，直 径250m 程 度 の 小 丘 で あ る.  TAG 熱 水 マ ウ ン ド

が 存 在 す る 。 大 西 洋 巾 央 海 嶺 上 に お け る ＴＡＧ マ ウ ン ド

の 位 置 を 図 １ に 示 す 。Ｔ ＡＧ マ ウ ン ド は ， 北 緯24 度 の

Kane 断 裂 帯 と 北 緯30 度 の Ａt 】antis ttTr裂 帯 の 同 に あ る

15 ～18 の セ グメ ン ト の １ つ に 位 置 す る( Ｓｅｍｐｅrｅ ｅｌ ａ１.，

1990; Smith ａｎｄ Cann, 1992) 。 こ の 領 域 で はTrans-

Atlantic Geotraverse  (TAG)  project の 一 環 と し て ， こ

れ ま で に ア メ リ カ や ロ シ ア の 潜 水 調 査 船 や デ ィ ー プ ト ウ

に よ る 調 査 を 合 む 数 多 くの 地 質 及 び 地 球 物 理 学 あ る い は

地 球 化 学 の 跼 蛮 が 行 わ れ て き た 。

図 ２ 及 ぴ 図 ３ に は 潜 水 母 船｢ よ こ す か 」 の マ ル チ ビ ー

ム 測 深 シ ス テ ムHS10 で 得 ら れ た ＴＡＧ マ ウ ン ド 近 傍 の

t洌ｌ　 火丙洋 中 央海 嶺,ｈ ＴＡＧ マウ ンドの 位 置｡ 海戚 地 形 図は ＥＴＯＰＯ５に よる。●｢爿98 助 らヽ199( 畔 川の が ≧ ５の震 央の 位置

を示 す(NGDC の地 震 デ ータ ペ ー スに よる)

Ｆｉｇ、l　し Ｋａｌｉｏｎ ｏrtｈｅ ＴＡＧ ｈydr ｏtherｍａｌｍｏｕｎｄｏｎtheMi( 卜Atlantic Kidae. The balhy ｍｅｌry data ａrｅ ET0H05.

Sc,lid circles ａＲ ｅｐｊｃｅｎtｅrｓ ,vilh 濔 £5(d 飢a from Natir, ｎａｌ(;eophys ｉｃａｌ Ｄａｌａ Ｃぐｎｌｅr ４ＮＯＡＡ)carth(luakc

()atalMs ｅ)｡
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海 底 地 形 を 示 す 。 ＴＡＧ 熱 水 マ ウ ン ド を 含 む セ グメ ン １

は 長 さ40km で 北 北 東 の 走 行 を 持 ち ， 北 緯25*55' と26 ’17

の 非 ト ラ ン ス フ ォ ー ム 性 不 連 続 に よｰｺ て 境 界 さ れ てい ｉ

と 考 え ら れ て い る 【Ｓｅｍｐｅｒｅ ｅt ai.. 1990; Purdy et al.

1990; Smith and Ｃａｎｎ, 1002 】。

遠 地 地 震 の 観 測 は こ の 碩 壇 の 地 震 活 助 か 低 い こ と をｉ

し てい る （図 １ ） か ， Ｋｏｎｇ がd-  (1992> は ，1985 ￥1 こ

７ 台 の 海 底 ハ イ ド ロ フ ォ ン 及 ぴ ２ 台 の 海 底 地 震 計 を 用1

だ ３ 週 間 の 自 然 崘 震 敏 測 の 結 果 ， 中 粕 谷 近 傍 にl 的 馴 夕

徹 小 地 震 の 震 源 を 決 め て お り ， 活 発 な 微 小 地 震 活 動 のｉ

在 を 示 し た。し か し な か ら ，Ｔ ＡＧ 熱 水 マ ウ ン ド の 近 膀 て

は 地 震 活 劼lj 検 知 さ れ な か っ た 。

一 方 ， マ り ア ナ ト ラ フ 南 部 熱 水 ベ ン ト 誠 で の 海 庭 地g

観 測 で は 。 地 震 肝 に 記 録 さ れ た辺 地 地 震 の 数 か 少 な い に

も か か わ ら ず ， 広 蜀 域 ハ イ ド ロ フ ォ ン のSe9 か ら 熱 水*1



図 ２ ＴＡＧ マウ ン ド近 傍の 海底 地形 。水 ほ 値 は、JAMSTEC 潜 水 母船 「よこ すか」のHS10 による 、県 杲裂 川篤 は2001rｂ 右

Ｍ はＳ 影 図。 西側 よ り光 を当 てた イメ ージ を示 す

Fig.2 Subbottom topography ａrｏtｌｎｄ tｈｅ TAG ｈｙdr心therｍａｌｍｏｌｌｎｄ.Ｂａthy ｍｅtｒy was obtainedby ‘'Yokosiika"

HS10 m ｕlti-ｂｅａｍ system. Ｃｏｎt（Mlrintｅrｖａ）is200m. Ｔｈｅtighlfig ｕreiｓshadedmap.lll ｕmillatｉｏｎ ａ昭1eisfr ｏｍ

the ｗｅｓt.

湧舁溘の存在を確認しており（Ｋａsａｈａrｌ ｅt al.，1994;

Satｏｅｌａｌ.,1995）， ベン１域での広幣域ハイドロフォン

観測の有効性か示咳されている．

199 がliS 月ＴＡＧ マウンドにおいて．海洋科学技術セ

ンターと淞ウッズホール海洋剣究所 との共同 研究によ

り，潜水調査船「しんかい6500 」を 利用して.･n 直型 長

朗温丿変測定裴ｌ ・長期熱流量観剛 装憲・長期海底観察裝

畋等の吸沢及び熱水試料の探 集とその化学分析を行っ

た．「i111時 に ，参水活励に|碣違した地震ａ 釦を飼べるため

に．広靨域ハイドロフォン付海底地震計を川いた杖副を

1･iつたの でその桔果を報II?する．

２ ． 実　　 験

jllい た ハ イド ロ フ・ ン 付 海 底 地 総 計{OBS11 : Ocean

Ｂｏｌｌｏｍ ＳｅｉｓmQgl･ ａｐ}lalldHydropholle3 は ア ル ミ 煢 耐

llE容 器 を 用 い たrl 己 浮| ご人 で あ り ， セ ン サ ー と し て はlal

有|司波 放2112 の 卜.ド動 地 茣 叶，il:交 す る 水･β動 地 震 升 ２

成 分 及 び ハ イ ド ロ フ ｔ ン を 使 用 し て い る ， ハ イド ロ フ ・

ン111体 は1) Ｃ ま で 感 細 で き る が ． 記 録 系 に お い て101･lｚ

よ り 低 周 波 域 で は 感 度 はｰ--6dB/ ｏｃt と な る ， ま た.  I"l

JAMSTEcJ. Ｄｅ皀pSelRes..11 1199 １

OBSH は, 耐 圧容器がアルミ球であるため潜水調査船に

よる取り機いが可能であり，今回の実験 では潜水胃韲船

「しんかい6600｣ に よ ９熱水ベンドのごく近傍に再設置

する作業を行った。

ＯＢＳＨ レコーダーは，記憶媒体に容ja320MB の 尤磁

気デ４スクを使用しており，６チャネル(ch) ま で記録

可能であ る。今回の実験 では以下のように昏ch の成分

及ぴ川幅器利 得を設定した:cI 引 ：上'ド 動(20dB).

ｃＨ２: 上 下釛{ ４０ｄＢ}．ｃＨ３：水 平 動Ｎ０.1(10dB).

ｃＨＩ: 水平勁Ｎ０.2(･IfldB), CH5: ハ イドロフォン(2e

(IB) ，c116: ハ イドロフ 零ン(40dB) 。サ ンプlj ン グ周液

数を各c11 あ たり50H ｚ とし。連続記録モードを選択する

ことにより，約7 ⅢIuの 紀録を縛ることができる。

ｏＢsI･Iは，ＴＡＧマウンドの裏方お よそ100m の 海上

から潜水曄船｢ よ こすか｣ より扱下された。０ＢｓＨ は海

流により流される可能性があるため。その跋;12梳 卮を精

暖よく見積もるためには船,|卜からの超音波淘縉1等により

1･ヽl置決 定を行う必要かある。地健al･政｡l･｡点 及び周辺３憲

の計 ４点から髦 杳波に よる斜め軅i鬣 の計測を行った。

ｏＢｓI･|の推 定位置は｡｡|匕桙26's.238'｡ 丙経14'49.511' であ
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り，これは授下地点の北方約51m に相 当する。

ＯＢＳＨ を熱水ベンドのごく近傍の平坦な場所に 設置

し，地震計の方位やカ ップリングを確認するため，ｒしん

かい650e 」 の 第22C嶬疊航がiiわ れ た。「しんかい6510 」は

上記の設置僂定位置を目標に潜航を闕始し，酋腰直閇に

ＴＡＧ マウンド北東部の橢湫i容岩の海庭面上｛写奥０ に

ＯＢＳＨ を発兄した｡０ＢＳＨ の着底点lj ほぼ平坦で, 摶い

堆横勧 でおお われ ていた。OBSH に つい てい る運搬 用

卩一プを「しんかい6800亅のグラバでつかんで約120m 移

動 させ，ＴＡＧ マウンド中央のブ ラックスモーカーよ９

約31m 東の 凹地内の小 さなブ ラックスモーカ ーの 直上

に再設置した。写真２で示されるＯＢＳＨ 架台の銀色の

灰射テープを貼った部分近傍の猖い煙獣のものがブラッ

クスモーカーである。この地点近他の梅底面は決して平

坦 で な く サ ル フ ァ ４ ド の 瓦 礫 に よ り 凸 凹 し て お り( 写Ｊ

３) 。０ＢＳＨ の 移 動 か ら 鳩 所 の 選 定 を 含 め 故 習 終 了 まｉ

約 ２ 畤 闘 を 費や し た が, ０ＢＳＨ は ほ ぼ 水 平 に 跋ａ す る こ

と が で き た。 さ らに 地 震 計 セ ン サ ー の 方 向 も 髄 認 す る こ

と が で き た。 ２ つ の 水 平 鷂 の セ ン サ ー の 方 位 は ぞ れ ぞj

ｔ か ら 時 針 回 り に80 及 ぴ170 度 であ っ た 。OBSH の 跋S

点 は, 北 緯26'8,203'｡ 西 鰹 刹 ゜49.546', ホS13,647m で あ る

図 ４ に Ｔ ＡＧ マ ウ ン ド 上 に 設 置 さ れ た 踏 観 測 設 置 の 梱 夕

的 位 置 関 係 を 示 す 。 マ ウ ン ド 中 央 の 約20m 高 の 巨 大 な 二

ラ ッ ク ス モ ー カ ー を 取 り 圍 ん で 鉛 直 型 長 期 温 度 測 定 装;;

{Ｇｉａｎt Ｋｅｌｐ; Ｇ Ｋ４－6} が 設 置 さ れ ， そ の 南ｉ 西 にj411

熱 流 量 観 測 装 置(Dlib ｕtｕ) ，東 方 にOBSH と 艮 期 海 底l

蛾 装 置( Ｍ ａｎａｌｃｃ) が 配 置 さ れ た 。Ｏ ＢＳＨ の 設 置 後 ，『1

ん か い6500 』 は マ ウ ン ド 中 央 部 プ ラ ッ タ ス モ ー カ ー に 蕚

Ｍ:l 図 ２ の 円 角 でIll ま れ た 領 域 ダ】拡 λploiSi 城 地g ｕ|･ 験 置 を ● で 示 す 。 Ｅ ＲＩ が Ｔ Ａ(; 熱 水 マ ウ ン ド|; にa;*1 さ れ た Ｏ Ｂ ＳＩＩ で

あ るll･IDJ3 〔li 喞a･II 袖 谷 夕よ襾 假 斜 面 十 に 汲71 し た 刷 の Ｏ Ｂ Ｓ Ｈ 〕

riK-3 1110 ｗllponheenclo 駅d area 111 Fig. 2.Soliddr ｃｌｅssho ｗllleORSHposilioll ｓ､ERli ｓ,jll Itie vel･y 1011110flhe

acliy ｅ Ｔ ＡＧ １１ydr りlherllahlllMln く】{HDj31 ｓall(･lherO14SIldeplQy ｄ･mll ●ｅ ｗｓlerllwal)ollhemedisllv ａ 】ley).

/ ２ｓ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAMSTEC Ｊ. Deep S09 Res.｡11[199;1



動し熱水採収作業を行って，第220 潜航 は終了した．

1994吊 ８ 月19 日，０ＢＳＨ は，船上からの超音波切離し

信号により皿りを海底に残し浮上し，無事回収された．

観測期間約７日間(1994 年８ 月８日１晞９分30 秒 ～14 日

22^3 分41**  GMT) の 紀鋒がほぽ連続的に得られた．

３．縊　　 果

観測期間中の地震活動の全容をつかむために，ドラム

イメージの記録を作成した.図５には地震計上下動成分，

図６にはxヽ イドロフォンの出力を示す．それぞれ１畔閥

分の記録が１つの直線上に並ぷように表示してある．７

分16秒ごとに記鰍か１分間中断しているのは, OBSH の

光磁気ディスクレコーダーへの紀録書き込み畔に生ずる

振効による雑音部分を除去したためである。ｒしんかい

6500｣ によるＯＢＳＨの移動は1994年８月９日の14時－

16晞(ＧＭＴ)である．図５の地震叶記liをみると，移動

莉より移動後の方が地震活動が高くなっていることがわ

かる．圓ｓで嚇l坎|こ見えるイペン｝の多くａ ．ごく近僵

で生じたと考えられるs －Ｐ畔關ｔ秒以内の徴小絶震で

ある．連観的に発生1. た３つの微小地震の記象倒を矗７

に示す．最初［図中（Ｉ）〕と3番ｌ （Ⅲ）の地震のs 一Ｐ

陣罰はそれぞれ●.1及 ぴa3 杪 と箆 みとら れ，これらｆｊ

ＴＡＧ マウ冫･ド直下の活動であると苣定される.【II】の

ﾖ已象は，その包路線の祓寰の蠢か｛Ｉ｝ 及ぴ ⅢＤ の２

象のそれと儡 ているか．ｓ波の到着畤がＰ跛のｎ 薯時に

近すぎるため．Ｐ波とｓ波か９ 誰できないと觧釈してい

る．すなわち．この仙ｓ ６ごく逝譱で発生した揄囂と考

えられるか．さらなる吟喙かｆ 饗である．

圓６で顕１ な現象は．自由蕕ｆ による最初のOBSH

諷 置逎 では全く觀濶さ＆なか．たが．ブラ７タスモー

カー古トヘの再置置後から周期１分ロトの低周波1圧 加

変動がlμｎ ｓ舗l 同 躅で活発になってl るヽこ とである．

この賢齡iシ ｑ ドロフｌ ンの記録のみに現われており，

地霞肝の記録にｕ見られない．変剱の始ま９の極性は員

Ｎ ４ ＴＡＧ 熱 水マ ウ ンドll に設 麗さ れたjg観 測装置 の位ｉ 。 水ほ は 「しん かい6S 叩 」に よる。?誂簗繝 鬧lg｣5 叭。ｔ がOBSIl

の Ｒ 霞。 腟匐|は 本 文参照

Ｆｉｇ.４ Ｓｅvａ･ａ】,)ｂｓａ･vation slali･ ｎ５０ｎｌｈｅＴＡＧ ｈｙdl･othernial molIIld. Ｂａthy ｍｅtllyｗａsoblainedly5.1181111丶ka1650011.

CI)111,)11r illlel･val is 5m. 凡soljd istel･isk indicates tlie position of the OllS ●l. Delails in lhe leχt.
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側 （減圧）の方が卓越しているが，正側へのﾉ ル゙ ス状の

変動 もいくつか見られる。周期 も１分以内のものから飮

分に及ぷものまで存在する。これらの変動記録の拡大図

を図８に示す。この例では，周期は約１分 であ る。

図６に見られる変動の活発な時期のおよ そ12 時 間周

期が，海洋潮汐にどのように対応しているかを調べてみ

た。潮汐モデル ＣＳＲ３.0（Ｅａｎｅｓ 私信）に馨づく海洋潮

汐の計算値とハイドロフォン及び上下魴地震計記録の平

r.ｗ

均振幡の絶丿爿|･lを，横軸を時間に とってブ ロ ー。｝したも

のが諞９である。ＯＢＳＨ 移勁抜より。ハイドロフ,t ンの

甼均振輻値が海洋潮汐と強い相関を示すようになっ たこ

とかわかる。この相関は，上下蘚地震計記録 の平均 振咄

値 とのjlljには 全く兒られない｡ 変 動が括発にな る時期lj ，

海洋潮汐に より海面か低 くなる時間に対応 している。

閃 ５ ０ＲＳＨ の|･｡ド仙 逾宸纛ｉ!1ゐのト フ ム イメ ージ禹 力。 １時 間 分仍JL:録 が １り の|‘mi-. に 薹べ てあ る

Fig.S Dr ｕｍｉｍｌｇｅ｡I  tlie vertical  high  Kair  output  of  OBSH.  The  records  for  1 hour ａre ali輿11edolalr ａｃｅ.

ｊＡ ＭＳＴＥＣ Ｊ ．Ｄ●●ｐ Ｓ●ａ Res.,  11 ＣＩ!喙5】



４．議論及びまとめ

大西洋巾央海嶺北緯26度領域において1985年に爽施

された海瓜地震覦測の結果，中軸谷付近には活発な微小

地震活動の存在が確認されたが，ＴＡＧ黙水マウンドの

近傍では地震活動は検知されなかった（Ｋｏｎｇ ｅt al｡

1992）｡しかしながら，潜水調査船により海底地震針を

ＴＡＧマウンド上に設置した観測により，マウンド直下

で極徹小地震が活発に発生していることが明らかになっ

た。これは，過去の実験ではOBSH の 設置が自由落下で

あるため観測位置がＴＡＧ マウンドから離れており，マ

ウンド直下の極微小地震をとらえることかできなかった

ためであると考えられる。

同一のOBSH を用い て，今回の実験を含めてこれま

でに合計３回，熱水ベンド近傍での海吻洫震観測を行っ

ている(Kasahara et al.,1994; Sat Ｑ ｅt al.,ﾕ995;笠 原ほ

か，1995 ）｡共 通に得られた結果は，地震計には記録され

閃 ６ OBSH の ／ヽ｛ ｒ ｕ ７ すン 記 ま梟の ド ラム イ メー ジ 出 力． １時 刈 分 の 記 紬 が １‘ ｝の 直線1･ に を べ て あ る．Ｓ 酬;は. ｕｐ が 駭睚

にj･j 応 す る

Ｆｉｇ. ６ Ｄｒｕｍ ｉｍ磯宮ｅｏrlhel 乃χjl･ｏｐｈ０,１ｅ ｈｉｇｈ gain ｏullklt ｏｆ OBSH. Ｔｋｅ r・ｒＱrｄｓ lor ｌ hour ａrｅ ｓlign £ｄ ａｌ ａtＱ ａΣ

I ０゙１ａrilyi ｓｃ。111plｔsｓio11 10rlp･
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な い 周 期 １分 以 上 の パ/ レス 状 の 変 動 が ハ イ ド ロ フｌ ン に

は 記 録 さ れ る と い う こ と で あ る 。 パ ル ス は マ リ ア ナ ト ラ

フ で は 約 １分 の 長 さ を 持 ち ， そ のll と ん ど ヵ嘖 の 立 ち 上

が り を 示 し た{ Ｋａｓａｈａ(ａｅtal｡1994; Sato et al.,1995) 。

ま た， 変 動 か 活 発 と な る の は 。 渕 汐 に よ り 海 面 の 高 さ が

高 い と き で あ っ た 。 一 方 ， 沖 繩 ト ラ フ 伊 平 且1湾 嶺 で の 既

渊 結 果 は ， 変 動 継 続 時 閥 は マ リ ア ナ ト ラ フ の 約 １ 分 にJ ヒ

ベ て ３ 分 程 慶 と や や 長 く ， 変 鵺 の 團 姑 は 正 負 混 在 し て い

る{笠原ほか，1995}。伊平屋海嶺での観測時には潜水船

により近傍で岨度を測定し，八４ドロフォンの変鮪と温

度変化か対応しているこ とから，変動は割れ目からの熟

水の圀昇洫による圧力変鷁であると傴定している。また，

潮汐との関連性は海而の高さかｌＯＷからhigh に変化す

るときに変助か観測された。

今回得られた結果は，パルスの長さや極性は沖縄トラ

フ伊平囲海嶺での観測結果と同線であるか，潮汐との闃

Ｍ ７ ０ ＢＳＨ の ご く近 謗 で 連 続 的 に 発 生 し た ３ り の 微 小 地 震 の 記 録 鋼 廴 Ｐ．Ｓ は そ れ ぞ れ の 地 震 の Ｐ 液 ，Ｓ 波 の 到 ａ 畤 ． Ｗ は 誨

面 反 射la を 示 す

Ｆｉｇ.7 Sei ｓmgJgralT ｓ ｏｎ ｈｒee micro ｅａｒlb ｑｕａｋｅｓ Ｑｃｃｕｒrld in ｓ ｃｃｅｓ・りａ Ｓｊｇｌｌａｌｃ･・ｎｐｅ･1elltｓ ａrｅ ｍａｒkedolllheleft

olcichtr ａt:･.Ｐ.Siilld 丶￥are  arrival  times  of  thec<>in|ir･ ｅs51l,11a 】ｗａvc.shear･v ａveandw ａtｅr eohlm11mtlllil)le ，

1･espectively.
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図 ９ CSR3 モ デ ル(Eanes. 私 佰･口こ基 づ く 海aW 朝汐 の 計 算 吭 と ハ イ ド ロ フ ォ ン とL; ド勣 記鉢 の 平 均 振 幅 の 絶 対 仇。 矢 印 哨 踟li

鋳 杳 船 ｒし ん か い6800J に よ る ０１３ＳＨ の 移 招 川治 寺刻 に対 応 す る

ＦｉＲ.９ Calculated ｏｃｃａ１１ １１ｄｅｏｎｌｈｅｂａｓiｓolt ｈｅＣＳＲ３ ｍｏｄｅｌｂy Ｅａｎｅｓ(μ Γｓｏｎａｌｃｏｍ ｍｕllicali･11) ａｎｄａｂsol ｕtｅｎｌｅａｌｌｓ

ofamplitllde ｓ01thevellticalslisl ゛0111etｅr“I ゛dhydr ｏｐｈｏｎｅ叭 叩 乢 八｢r ｏｗsindicalelheb ｑil･11111gort ｈｅＯＢＳＨ

ｍａvａ ｎｅｌｌt by the submersible.



係はこれら2回の結果のどちらとも興なる｡この相違の原

因として，熱水ベント下の局地的な構造が潮汐との関違

を決めているとも推定されるが，現在のところ不明であ

る。おそらく，海洋潮汐を考慮したうえでの地球溂汐の

秤価が重要な手かかりとなるであろう。また，この活動

のメカニズムを探るためには，同時に観測を行った鉛直

型憂期浬慶測定装置・長期熟流量観測装置・長期海底観

察装置等のデータを参照していく必要がある。一方。今

後，海研中軸谷の西都に設置した他のOBSH のデータ

と併せてこの地域の地震活動の性質を詢べていく予定で

ある。
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写 真 １ ０ＢＳＨ の 落下地 点 の験 畝栽 況.0BSHgjr し んかい6500J によ って 平坦 な訛 伝溶岩 の上 に発 兄された

Ｐ１０tol 廴ａｎｄｉＭ ｐｏｉｎｌ ｏｎ ｈｅ ＯＢＳＩ･|. Ｔｈｅ ＯＢＳ]･I -was found on a flat p111{}ｗla ｖaby ¨Shillka1 6500'･.

写真 ２， ３ プ ラ･ 。タス モーカ ー｣: の ＯＢＳＩ･|の41j汲;＆･｡!i

Photo  2,3 Setlled point 0f (he OBSH CHI a blick s ｍｏｋｅr.

ＪＡ ＭＳＴＥＣ Ｊ． Ｄｌｃｐ Ｓｇａ Res..  11 ｄ!;4151

町 真３
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